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１。はじめに
社会科教育で児童
・生徒の公共性を育成するに
はどうすれば良いかという議論が続いている
。そ
の中で
，池野範男は最近の子どもや若者の実態を
次のように評している
。厂子どもや若者は自分の
部屋のごみ収集も分別もしないし家の他の部屋の
ごみに関心もない
。当然，他の家族， 地域
ごみに関心を示すこともない
。」1）
こうした実態を池野は「社会集団における他者
化の進行
」ととらえる。つまりこの場合で言えば
匚ごみ（の分別）に関心を持つ
」という容易に共
有できる認識を
，そもそも共有できないという，
厂他者
」が溢れているという意味である。
そこで池野は
，厂異質な他人を基盤にした社会
科」を成立させるために，社会科の授業そのもの
を匚社会形成」の場と性格づける。具体的には，
厂他者
」どうしが共有可能なものを見つけ，公共
性をその都度作り出すという授業づくりを提唱す
る2）。
筆者は近年
，「‾こどもエコクラブ」の活動を選
択社会科や総合的学習に取り入れながら
，中学校
社会科のカリキュラム改編を図る社会科環境学習
を構築してきた3）
。この過程で育成してきた中学
生の実態を見ると
，池野の指摘する「他者化」は
実感として納得せざるを得ない
。社会科環境学習
の学習成果として
，「ごみ（の分別）」への関心の
高まりを期待する
。しかし分別の行動化さえ一筋
縄ではいかない現実があるＯ従って匚ごみ
」だけ
をとってみても
，厂他者化」の克服をめざす社会
科の単元開発は必須課題である。
池野は早くから「社会形成
」を意図した社会科
の授業づくりの必要性を説いていた
。匚市民社会
科」を構想する中で，社会の秩序や構造を子ども
たちに見えるようにして
，その秩序や構造をつく
り得る
，変更し得ると教えるのである4）。それは
池野らが提唱する
，現行の制度を，それが形成す
る社会を分析することから批判する批判制度学習
とも通じる几さらに池野は
，匚社会科教育実践
で育成すべき学力としての社会形成」を実現させ
るために
，学習者日常生活との連続肬を確保さ
せ
，社会科のクラス自体を市民社会にすることを
構想している6）。
しかし池野らの追究にもかかわらず
，匚他者化
する子どもや若者
」の増殖は食い止められてはい
ない
。匚ごみ（の分別）に関心を持つ」子どもや
若者の存在は希薄なままという分析である
。つま
り公共性が欠如したままの子どもや若者の存在が
相変わらず顕著だというのである
。だからごみ問
題という極めて日常的な
，市民社会の構築に深く
関わる問題を解決するための社会秩序を
，市民社
会たる社会科のクラスから再構築しなければなら
ない。
ところで池野らの「社会形成」のような追究は
他にまったく見られなかったのだろうか
。否，い
わゆる厂参加学習」に類似点を見い出すことがで
きる
。例えば木下勇は，地域の中での社会的参加
体験における
，異なる意見の対立を克服する子ど
も期からの訓練の重要性を説いている7）
。また唐
木清志は
，問題だらけの社会の変革をめざす匚社
会力」を重要視している。そして匚ごみ学習」に
も言及し
，地方自治体の事業として匚ごみ学習」
が組織されれば
，そこへの子どもの参加は，子ど
もが地域社会に受容されることを意味すると指摘
している8）。
このように厂参加学習」においても地域の中における匚社会形成」への参画が度々説かれてきた
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が
，池野の指摘のように厂ごみ（の分別）に関心
を持つ」認識の共有ができない厂他者化傾向」に
は歯止めがかかっていない。
そこで本稿では
，厂他者化］の克服をめざす中
学校社会科公民単元の開発をめざす
。まず公共性
の議論に関して池野らの追究以外に
，「他者化」
の克服に資するかも知れない論考について検討を
加える
。次に公共性の議論を踏まえて出された社
会科授業の内容について検討する
。そしてそれら
の検討を踏まえ
，筆者が開発した公民単元の構想
を示し授業の実際を紹介する。
２。公共性育成のためのアプローチの検討
池野が子どもや若者の「‾他者化
」の進行を指摘
した『社会科教育研究』誌上では
，公共性育成の
ための公共性概念の再形成や
，社会科授業におけ
る公共性の育成方法など様々な議論がおこなわれ
た
。その中で，「‾他者化」の克服に資するかも知
れない論考は３点存在するＯ井門正美9）
，内山
隆lO）
，桑原敏典11）の各論考である。
井門は永安幸正によるシステム論的な匚私・共・
公
」の概念規定を紹介した上で，永安の唱える
「負荷的個人」という人間観を支持している。そ
して「‾負荷的個人」つまり匚コミュニティの中に
生きる相互依存的な個人
」を育成することを目的
とした教材を開発した
。　しかしその教材が，匚他
者化
」の克服に資するか否か判断できなかった。
内山は
，私と公との間に「‾公共圈」という概念
を設定し
，「公共圈」につながる授業として子ど
もだちと教材との出会いが
，地域の人たちや市民
の活動とかかわり合っていくような展開を想定し
ている
。この授業構想は匚他者化」克服につなが
る
。しかし具体的な授業を示し得ていない。
桑原は公共性育成に関係する授業構成論の類型
化を試みている
。その類型化についてはここでは
おくとして
，桑原が取り上げた授業構想自体を問
題にしてみる
。それらの授業には，学習者が問題
にすべき問題が最初から設定されている
。例えば
匚たばこ」匚環境税」匚外国人労働者」匚原発」等々
である
。問題へのアプローチは異なるが，学習者
と社会との関わりの中で公典哇を育成しようとしている点が共通している。
ただ問題なのは
，授業者が設定した匚たばこ」
や厂環境税
」などの「‾問題」が，そもそも本当に
学習者が共有できる匚問題
」なのか，という点で
ある
。すぐ身近にある匚ごみ（の分別）に関心を
持つ
」ことすらできない匚他者」の集団として指
摘されている子どもや若者が
，厂環境税」と言わ
れて俄かに「‾問題」を共有できるものなのかどう
か疑問である。
三者の論考を検討したが
，厂他者化」の克服に
足るアプロ
チーを見い出すことはできなかった。
しかも桑原の論考から
，授業者の匚問題」の立て
方に問題が存在することがわかった
。それはその
匚問題
」学習者の生活圏にある厂問題」なのか
という点てある
。匚環境税」等の存在や，それに
関する議論は
，子どもや若者でも認識している。
しかしただ認識しているだけであって決して生活
感を伴っているものではない
。完全に厂他者の問
題
」である。一方厂ごみ問題」は彼らの生活圏に
も否応なく入り込んでくる「問題
」である。家庭
生活でも学校生活でも避けることのできない匚問
題
」あり，家人や教師等に半強制的に処理を命
じられる場合が考えられる匚問題
」でもある。
子どもや若者にとって自らの匚生活圏
」に関わ
る厂問題
」は極めて重要なはずである。けれども
匚ごみ学習
」を主体のひとつとした従来の匚参加
学習
」では，池野が描いた寒々しい匚他者化」傾
向を食い止めることができていない
。自らの厂生
活圏」を脅かす匚ごみ問題」の解決に向けて，足
元の厂分別」から行動を起こすに至っていない。
だから本稿は「ごみ学習
」の質の転換をめざす
のである
。［‾環境税］等とは異なり子どもや若者
の匚生活圏
」に根ざす匚ごみ問題」へのアプロー
チを
，授業構想レベルで再構築することで，「他
者化
」傾向に歯止めをかけるのである。
その前に
，次章でもうひとつの授業構想を検討
する
。そのことで厂ごみ学習」の再構築の意味が
さらに明確になるはずである。
３
。吉村論文への共感的評価と疑問
公共性育成のための社会科の授業構想で
，何を
匚問題」にするか，あるいはどのように学習者に匚問題」を持たせるのか，公共性を視点にして市
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民性の育成をめざす社会科授業の開発を意図した
吉村功太郎の研究12）を事例に再度検討する
。
吉村もまた池野らと同様
，厂市民社会」を子ど
もにとらえさせるために
，具体的な社会的事例や
社会的状況を実際にたどらせることが必要だと考
える
。そして国家的な公共性ではなく，市民によ
る自主的自律的な秩序空間である市民社会の保護
を目的とすると規定する私法の存在に注目する
。
吉村の私法のとらえ方からすると
，私法は厂社
会形成」の正当性の基盤ともなり得ることがわか
る
。なぜなら異質な匚他者」がより集まって「市
民社会」を形成しようとする時，当事者間で合意
したルール・契約つまり私法に基いておこなうこ
とになるからである。
「他者化
」の克服をめざす社会科授業づくりを
意図する本稿にとって
，異質な匚他者」の合意過
程を想定する私法に注目する吉村の考えは評価で
きる
。そこで問題なるのは，吉村が何を事例に
授業構想を立てたかであるＯ
その事例は携帯電話の使用制限である
。匚携帯
電話の使用をめぐる社会の様々なル
ルーやマナー
を取り上げ
，それを公法と私法の両面から考えさ
せ
，そこから公共性のあり方を考えさせる授業」
を構成している。
携帯電話は子どもや若者の匚生活圏
」に確実に
存在する
。否応なく存在する「ごみ」と同様に身
近な「問題
」である。授業の導入では，携帯電話
のプラス面
・マイナス面を子どもに指摘させる。
匚たばこ」や匚環境税」等と異なり，匚生活圏」にある「問題」なので容易に匚共有」するはずであ
る。
授業の展開では
，場面ごとの携帯電話の使用の
是非について考えさせている
。自動車運転中や電
車の車内
，航空機の機内，劇場の中等の場面であ
る
。場面ごとの使用制限の根拠の差異を考えさせ
る授業構成とな
っている。
この授業構成なら
，授業後に学習者が場面に応
じて公共性に則った携帯電話の使い方をすること
が期待できる
。つまり携帯電話の使用に関しては
井門の指摘した匚負荷的個人
」を育成することが
可能である
。この意味で吉村が開発した授業構想
は匚他者化」の克服に有用であると評価できる。
-
しかしここで問題になるのは携帯電話と匚ごみ
（の分別）」の本質的な違いである。両者も子ど
もや若者の匚生活圏
」にあることは共通している
が
，携帯電話に関しては公共性に則った行動をと
れる子どもでも「ごみ（の分別）
」は別物である。
なぜならば携帯電話は電源をオフにするかマナ
ー
モ
ドーにするかという極めて簡単な手間で済むが，
「ごみ（の分別）」には大きなエネルギーが必要だ
からである
。吉村論文への疑問がここにある。携
帯電話では問題を共有できる子どもでも厂ごみ」
では容易に
匚他者化」する。
携帯電話に関する公共性は
，いわば匚受動的な
公共性
」である。つまり電源オフによってその場
を維持できれば良い
。それに対して匚ごみ」に関
する公共性は厂能動的な公共性
」である。異質な
匚他者」が秩序を形成するために，大きなエネル
ギ
をー必要とする性質を持つものである。匚他者
化」を克服するためには
，匚能動的な公共性」を
育成する授業の開発が必要である
。
公共性の育成を考える時
，匚ごみ問題」は非常
に特異な位置にある
。子どもや若者の匚生活圏」
にあるという意味では匚共有化
」しやすい性質を
持つ
。しかし厂分別の行動化」を促すのは容易で
はない。文字通り特異な授業開発が必要である。
４
。「能動的な公共性」育成をめざす公民単元
①「能動的な公共性」育成に有用なインセン
ティブの存在
経済学の世界にインセンティブという言葉かお
る
。例えば清水克俊らは，「‾われわれ自身の行動
の基盤となっているインセンティブの内容を的確
に理解し
，特定のルールがわれわれに具体的にど
のような行動を誘引するか
，そしてその結果，ど
のような経済社会の状況が生み出されるかを
，可
能な限り厳密に考察する必要かおる」と理論化し
ている13）。
俗にインセンティブは例えばＣＭに誘発された
消費者の消費行動で説明される
。しかしここでは
清水らの匚（前略）望ましい行動に対する人々の
インセンティブ（意欲）を引き出すためにはどの
ような仕組みが必要かを考えなければならない」14）という指摘を援用する。インセンティブは外部か
ﾌﾌｰ
らなら 厂誘因」 となるが，それが内部化されると
「望ましい行動」 への 厂意欲」 と転化する。
本稿では 匚望ましい行動」を「ごみの分別」と
とらえ，その「誘因」を探求し「“意欲化」するた
めの公民単元を開発する。匚環境税」等の 厂生活
圏」外の 厂問題」 には 厂誘因」の探求は意味をな
さない。特異な位置にある 厂ごみ問題」だからこ
そ意味を持つ。 厂ごみの分別」 には大きなエネル
ギーを要する。そのエネルギーを学習者に付与し
たり，エネルギーを内部化させるために 匚誘因」
の探求は不可欠である。
（2）匚ごみの分別」 の行動化につながるインセン
ティブ
子どもや若者は家庭・学校および地域社会の中
で生活している。その 厂生活圏」の中で，「ごみ
の分別」の行動化につながるインセンティブ（誘
因）をまとめると表1 のようになる。
表 １ ．「ごみの分別」の行動化の誘因
生活場面 インセンティブ（誘因）
家 庭
学 校
地 域
・家族相互の語らい
・季節ごとの大掃除
・おじいちゃん，おばあちゃんの話
・毎日の清掃活動
・地域清掃活動（クリーン作戦等）
・行政機関の広報活動
・企業 の広報活動
・ＮＰＯの取り組み
表I で公民単元 の開発につなげたいと考えるの
は 匚おじいちゃん，おばあちゃんの話」 厂行政機
関の広報活動」匚企業 の広報活動」匚ＮＰＯの取り
組み」である。匚おじいちゃん，お ばあちゃんの
話」 は，子ど もや若者の「‾生活圏」 の中にあるも
のと認められる。 しかし 匚行政機関や企業 の広報
活動」は圏外ではないかという疑問が生じそうで
ある。けれど も子どもや若者 の居住する地域の行
政機関や企業に限定すると必ずしも圏外にはなら
ない。小学校における社会科見学を始めとして地
域の行政機関や企業に子どもたちは関わりを持 っ
ている。圏内の 厂問題」として扱え る。
また特 にＮＰＯは，近年 匚未来の社会形成の主
体たる子どもや青年の教育・学習に関心が向けら
れ（中略），問題を共有しあい，子ども・青年を
対象 にしたワークショップなどの市民教育活動を
生み出してきてい る」 ので1气 匚ごみの分別」 の
インセンティブを得るには圏内の存在である。事
実ＮＰＯの中には環境ＮＰＯと称されるものがた
くさんある。地域の環境問題改善のため，匚分別」
も含め 厂ごみ問題」 に肉薄している。
家族・行政・企業・ＮＰＯそれぞれに 匚ごみの
分別」を迫る圏内のイ ンセンティブは存在する。
そこで中学校社会科 のどの公民単元に位置づける
かを，次項の授業展開の中で明 らかにする。
（3）公民単元 の授業展開
中学校社会科公民的分野には 匚地方の政治と自
治」という単元かおる。地方自治のしくみを学び
ＮＰＯなどが行政と連携して実施しているまちづ
くりについて学ぶ単元である。
この地方自治を学ぶ単元 に連動させて，家族・
行政・企業・ＮＰＯそれぞれの 匚ごみの分別」を
迫るインセンティブを授業化させたい。なぜなら
家族・行政・企業・ＮＰＯと内容 は多彩だが，四
つ に通底している地域の中での 匚ごみの処理」 は
詰 まるところ地方自治の課題 だからである。 匚ご
みの分別」へのインセンティブを地方自治の単元
学習に接続して，全4 時間の課題設定学習に位置
づけるのである。
第1 時で は，導入部で池野 の 匚他者化」 の見解
を生徒にぶっ けてみる。即ち 厂君たちはごみを分
別 もしないし， ごみに対する関心 もないと指摘さ
れているが， どう思うか。」と問いかけてみる。
そしてその問いと併せて事前 に実施した， 匚ごみ
に対する意識調査」と 厂家庭のごみ処理について
の実態調査」 の集計結果を提示して， 意見を述べ
てもらう。公民単元の「家族と社会生活」 の学習
を，厂ごみ」 に特化して再実施する。
次に「おじいちゃん・おばあちゃんへの聞き取
り調査」の結果を提示し，高齢者の「ごみ」に関
する 匚もったいない」という意識を確認させる。
新聞折込広告の裏側を束ねて備忘録をつくったり
つぎあての靴下やズボンを子どもに履かせること
などは，昔 はふつうにおこなっていた。今でこそ
ここまではしないが， こうした 匚もったいない」
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意識で子どもの心を揺すぶってみるのである。
これらの「‾意識調査」匚実態調査」匚聞き取り調
査」がインセンティブとなる。少子高齢化の学習
と匚ごみ問題」をからめて扱い
，学習者の匚ごみ
処理」への匚意欲」を高める。
匚ごみの分別をする」という行為は公共性を高
めるが極めて個人的な行為である
。だからおじい
ちゃん・おばあちゃんと孫との関係という，極め
て情意的な関係を利用して改善を迫るＯ子どもや
若者の重い腰を上げさせるためには
，まず情意面
に訴えかけることが不可欠である。
第2時のインセンティブは四つある
。千葉県市
川市を事例に
，地方自治における匚ごみ処理」の
実態を生徒に突きつける
。匚ごみ出しルールブッ
ク」厂ごみ分別ガイドブック」「‾ごみ処理フロー図」
を調べてわかることを発表させ
，「じゅんかん白
書」を見させて「‾ごみ処理」の費用の差を認識さ
せる。
匚ごみ行政」の詳細な学び直しを，匚ごみの分別」
のインセンティブを高めることに活用するのであ
る
。特に生徒に注目させのは，いったん捨てら
れた燃えるごみの中から市の職員が古紙を再発掘
している事実である
。市のクリーンセンターの職
員は日々汗まみれで分別作業をしている
。こうし
た見えない努力への共感がインセンティブを高め
る
。これもまた情意面に訴えることである。また
分別しないと膨大な額の税金が無駄になる事実も
インセンティブ強化につながる
。億単位の税金の
無駄遣いが具体的にどれほど家計を圧迫するか計
算させれば，子どもの心は動く。
第3時のインセンティブは三つある。千葉県市川市にある製紙会社と家電製品リサイクル会社の
取り組みを生徒に紹介する
。製紙会社の「業績報
告書」と厂環境レポート」およびリサイクル会社
の厂事業活動報告書」を生徒に読み取らせる。いわゆる厂静脈産業」つまり匚身体に喩えれば
老廃物を収集して処理する静脈の役割を果たす産
業
」に関する学習内容を，厂ごみの分別」のイン
センティブ高揚に活用する
。製紙会社については
市の職員の分別した古紙の行き先として
，第2時
との関連を図る
。分別しただけでは完結ではなく
その先に再生，再使用が待っている。行政と企業
が見事に連携して
，燃えるごみの再資源化を図っ
ている
。生徒がふだん使用している紙の多くがこ
う七て循環している実態を理解させ
，「ごみの分
別
」に向かう情意面を一層涵養していく。
家電リサイクルについては
，もちろん毎日のよ
うに各家庭で生じているできごとではない
。，しか
し子どもたちの部屋は家電で溢れているのも事実
である
。だから大いに当事者性がある。まず実際
は家電店での引き取りが完全には機能せず
，粗大
ごみの不法投棄が後を絶たない実態を紹介する
。
その上で
，製紙会社の社内での再分別と同様に，
まず人の手による分別を経て機械による分別に送
られる業態を理解させ情意面に訴えたい
。
第4時のインセンティブは三つある
。干葉県市
川市で誕生し
，主に地域の環境改善のために活動
しているＮＰ
ｏの取り組みを生徒に紹介する。Ｎ
Ｐ
ｏの集合体の観を呈した「環境市民会議」と，
「市民会議
」のｏＢらが市から委嘱を受けた「エ
コライフ推進委員」と, npo rいちかわ地球市
民
」の各活動報告書を生徒に読み取らせる。
ＮＰ
ｏからのインセンティブを最後にしたのは
「ごみの分別
」を無償の行為として活動の一部に
しているからである
。行政および企業による「ご
みの分別
」は，仕事としての行為である。特に企
業の場合はそれが利益に結びつく性格も有してい
る
。「ごみの分別は企業の利益につながるのでは
ないか
。それなら自分たちが家で分別などせず専
門家に任せても良いのではないか
。」と，むしろ
「他者化
」を助長しないとも限らない。その意
識を払拭させるためにＮＰｏの無償性を強調す
る。
以上
，課題設定学習の授業展開を説明した。お
じいちゃん・おばあちゃん，クリーンセンターの
職員
，静脈産業の従業員，そしてＮＰｏのスタッ
フそれぞれが
，思いを込めて厂ごみ」に向き合っ
ているｏすべて子どもの「生活圏
」に存在する人々
であり
，「環境税」と違い可視的・具体的であるｏ
それらの重層的な「思い」に応えて「ごみの分別」
意識を内部化し
，意欲を持って重い腰を上げる子
どもは確実に増えてくるはずである
。
それでは改めて授業の流れを提示し
，学習者か
ら引き出したい認識と行動を明示する。
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第１時　家族と社会生活「ごみ出しのルールと「もつたいない」」　　　　　　　　　　　　 （○は認識　＠は行動）
学習活動と内容（主な発問） 教　 材 生徒から引き出したい認識と行動
○ 匚子どもや若者は自分の部屋のごみ収集も分別
もしないし，家の他の部屋のごみに関心もない。
当然，他の家族，他の地域のごみに関心を示す
こともない｡」という指摘に対する自分の考えを
中心に，「ごみに対する意識調査」「家庭のごみ
処理についての実態調査」を実施しました。そ
の集計結果からどのようなことがわかりますか。
・集計結果について考え発表する。
①あなたはこの指摘の通りですか。違います
か。
②あなたは自分の家のごみ処理に携わってい
ますか。そうだとすると，具体的に何をお
こなっていますか。
③あなたの家のごみ処理をおこなっているの
は主にだれですか。
④あなたは家の人とごみについて話をしたこ
とがありますか。
⑤あなたは自分の町（千葉県市川市）のごみ
処理について詳しく知っていますか。
○自分のおじいちゃん，おばあちゃんに取材でき
る人に，匚今の世の中のごみ問題は昔とどのよう
に違いますか｡」と質問してもらいました。その
集計結果からどのようなことがわかりますか。
・集計結果について考え発表する
○調査結果やお互いの発言を見て聞いて，ごみ処
理に対する自分の意識が変わったか変わらなかっ
たか晝いてください。
・池野論文
・生徒個々のごみに
対する意識調査
・家庭のごみ処理に
ついての実態調査
・おじいちゃん，お
ばあちゃんに対す
る聞き取り調査
○そう言われれば自分は自分の部屋のごみに無頓
着だったかも知れない。
○いつの間にかごみが片付けられていることがあ
る。母親がやってくれているのだろう。感謝し
なければならない。
○自分の家のごみ処理について家族どうしで話し
たことがあっただろうか。ごみの問題で考える
ならば，うちの家族は他人の集まりのようだ。
○自分は市川市のごみの出し方のルールを本当に
知っているだろうか。以前は5分別だったが，今
は12 分別に進化してきている。その分別の仕方
を正確にわかっているだろうか。
○ 匚ごみ問題に関心を示すことはない」と言われ
てしまうと悔しい思いがする。奉仕活動でグリー
ン作戦などに参加しているからだ。　しかし確か
にイベントなどがないと関心を持だないかも知
れない。
ｅせめてごみの分別だけはおこなうようにしたい。
困る人々が出ないように。
○おじいちゃん，おばあちゃんの話の中には「もっ
たいない」という言葉がたくさん出てきた。こ
の言葉の意味を真剣に考えたい。
＠家庭ごみを通して家族の関係を見直してみたい。
また地域のごみ処理について調べてみたい。
第2 時　 わたしたちと地方自治「ごみはどこへ行く？」 (○は認識　 ＠は行動)
学習活動と内容（主な発問） 教　 材 生徒から引き出したい認識と行動
Ｏ「ごみ出しルールブック」を見ると，市川市の
ごみは12 分別で処理されていますが，その分別
の仕方にはどのような意図かおりますか。
・分別の意図について考えて発表する。
○ 匚ごみ分別ガイドブック」には，ごみに関して
どのような知恵が載せられていますか。
・以下の項目を中心に調べ発表する。
「簡単にできるリサイクル情報」
「生ごみダイエットの知恵」
「集団資源回収団体の詳細J etc.
0 匚ごみ処理フロー図」には市川市のどのような
工夫が記されているでしょうか。
・以下の項目を中心に調べ発表する。
「燃えるごみの中から古紙抽出」
「ごみ焼却灰のエコ・セメント化」
「ごみ焼却余熱からの発電J etc.
0 市川市民17 万世帯46 万人が，一切の分別をせ
ずにごみ捨てをおこなうとすると，市のごみ処
理のコストはどれくらい高くなると思いますか。
・「じゅんかん白書」の該当項目を調べ発表する。
１日当たり約450 万円，年間約14 億円のコス
ト高
○ごみの行方を知ることで皆さんはどのようなこ
とを学びましたか。
・千葉県市川市の全
家庭に配布されて
いるごみ出しのルー
ルブック
・市川市役所環境清
掃部リサイクル推
進課発行の「ごみ
分別ガイドブック」
・市川市役所環境清
掃部清掃業務課作
成のごみ処理のフ
ロー図
・市川市役所環境清
掃部リサイクル推
進課発行の「市川
市じゅんかん白書」
○自分の部屋のごみを分別して出していただろう
か。気づかないうちに家の人が分別してくれて
いるのだろう。
○紙類も4 分別，ビン類も色別に3 分別，カン類も
2分別している。ごみの中から少しでも再資源化
しているんだ。
○ 厂ごみ分別ガイドブック」は簡単に手に入るの
で，取り寄せて見てみたい。
○リサイクルは難しく面倒なものだと思っていた
が，ちょっと知恵を使えば簡単だということが
わかった。
○市がリサイクルに力を入れるのは，それだけ必
要感があるからなのだろう。
○市川市はいったん集めた燃えるごみの中からも，
古紙を分別して業者に引き取ってもらっている。
これは少しでもリサイクル率をアップさせよう
という現れだ。
○市川市のごみ減量の努力を， どれだけの市民が
知っているのだろう。
○ごみの分別をすることで約14 億円の節税になっ
ている。やはり分別することはみんなのために
なるんだ。
○分別しないでごみを出すということは，必ず誰
かが代わりに分別作業をすることになる。市役
所の職員か専門業者か，大きな人件費の無駄に
なる。
ｅ自分たちの分別という行為が，市の財政を救う
ことにも自治を維持することにもなるから，分
別くらいはしていきたい。
-
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第3 時　静脈産業は伸びる「ごみも分ければ宝の山」　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （○は認識　 ●は行動）
学習活動と内容（主な発問） 教　　 材 生徒から引き出したい認識と行動
○㈱北越製紙関東工場市川は古紙再生工場です。
どのような特徴かあるのでしょうか。
・業績報告書から読み取って発表する。
匚再生紙を１日約440t 生産｣
｢ 南関東一円の古紙を受け入れ｣
匚創業まもなく100 周年J etc.
0 『北越環境ものがたり』からわかることは何で
しよう。
・次の項目等について読み取り発表する。
｢‾燃えるごみの中からも古紙回収｣
厂ゼロ・エミの徹底｣
匚隣接する江戸川の浄化｣
｢ 全世界で植林活動推進｣
｢IS014001 認証取得｣
○㈱バイパーサイクルシステムズは家電製品のリ
サイクルエ場です。どのような特徴があるので
しようか。
・次の項目等について読み取り発表する。
｢家電リサイクル法指定4 品目の中間処理｣
｢ パソコンのリサイクル方法の開発｣
厂工場内の空調管理のシステム化｣
厂リサイクル事業の海外との提携｣
02 つの工場の従業員は｢ ある共通の考え方｣ に基
いて，誇りを持って仕事に従事しています。ど
んな考え方でしょうか。
・㈱北越製紙関東工
場市川業績報告書
・㈱北越製紙関東
工場市川環境レポー
ト『北越環境もの
がたり』
・㈱ハイパーサイク
ルシステムズ事業
活動報告書
01 日24 時間態勢で休みなく古紙を溶かし再生を
続けている。古紙を分別さえすればちゃんと商
品になるのだ。
○この工場はほぼ1 世紀にわたって古紙の処理をし
続けている。創業者も社員の方々も環境を守る
という意識が相当高いのだろう。
○いったん市のクリーンセンターに集められた燃
えるごみの中からも，使える古紙を回収してい
るなんてすごい努力だ。
○江戸川から毎日4 万ｔ余の水を取水しているが，
それをすべて浄化して戻している。この会社は
江戸川の水質改善にも貢献している。
○製紙会社の責任として植林しているというのは
すばらしいことだ。
○家電リサイクル法はテレビなどのリサイクルを
義務づけているが，家電店などに引き取られた
製品が実際にどうやって処理されているのか初
めてわかった。
○ラジカセなんかは対象になっていない。
パソコンだって処理できるのだから，家電全製
品に広がればよいのではないか。
○静脈産業という言葉を初めて知った。両工場と
もまさに静脈の役割をしている。
Ｏ「分ければ資源，混ぜればごみ」という考え方
だ。地球の資源には限りかおる。
分別について再認識した。
ｅ北越製紙でもバイパーサイクルでも，工場内で
すら分別がおこなわれていた。家庭での分別の
不徹底さを補っているわけだ。徹底するよう協
力したい。
第４時　地域づくりは生きがい「ＮＰＯでまちづくり」 (○は認識　＠は行動)
学習活動と内容（主な発問） 教　 材 生徒から引き出したい認識と行動
○ 匚市川市環境市民会議」 は， そもそも市民版
「市川市環境基本計画」をつくるために公募によっ
て召集されました。この「市民会議」に集った
人々の特徴は何でしょうか。
・報告書に記載されたのべ45 人のプロフィールか
ら特徴をつかむ。
第１期～第Ⅲ期の議員15 名ずつのうち第１
期は９人，第訌期は8 人，第Ⅲ期は9 人が環
境ＮＰＯに所属。
○ 匚市川市環境市民会議」の議員を核として，市
は総勢100 名の「エコライフ推進委員」を市民
に委嘱しました。この100 名は，日常生活に根ざ
したエコライフを色々な機会に啓発する役目を
負っています。具体的にはどのような活動をし
ているのでしょうか。
・活動報告書から読み取って発表する。
Ｏ「市川市環境市民会議」 のもと議員を中心とし
て, NPO 法人「いちかわ地球市民」が立ち上
げられました。厂エコライフ推進委員」の中にも
多数所属している大たちがいます。匚いちかわ地
球市民」は小・中学生に様々な活動への参加を
呼びかけていますが，みなさんはどうしますか。
・　匚休日を利用したイベント等への参加」
「日常的な環境活動への参加」等の呼びかけに
ついて質問をし意見交換をし意思決定をする。
・第１期～第Ⅲ期
匚市川市環境市民
会議」活動報告書
・　厂市川市エコライ
フ推進委員」活動
報告書
・ＮＰＯ法人
「いちかわ地球市
民」活動報告
○ 厂市民会議」には， もともと地域で環境改善活
動をしてきたＮＰＯ所属の人たちがたくさん集
まっている。自分たちの思いを「市民会議」に
反映させたくて参加してきたのだろう。
○ 匚市民会議」と行政が共同で開発した環境家計
簿には，ごみの分別からリサイクルにつながる
内容が盛り込まれている。
やはりごみの分別は 匚市民会議」でも大きな課
題なのだ。
Ｏ「環境家計簿の使い方」「マイバッグ運動の進め
方」厂安全な食品の選び方」等を，公民館の講座
や学校の家庭教育学級などで啓発している。
○ごみの分別については 匚推進委員」すべてが講
座やワークショップで話題にしている。中には
匚推進委員」と一緒にクリーンセンターに見学に
行く市民もいる。
Ｏ「いちかわ地球市民」は週1［可会議を開いている。
メンバーの活動報告が中心で子どもでも参加できる。
○小学生から80 歳台のお年寄りまで色々な人がい
るので，違った立場のお話が聞けそうだ。
＠休日のイベントに参加してみたい。ごみの問題
だけではなくエコ・ウォークなどにも取り組ん
でみたい。
＠日常的なごみの分別に力を入れていきたい。Ｎ
ＰＯの人々は所属する職場等でもごみの分別を
推進している。自分たちも学校で実践したい。
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５。おわりに
子どもや若者の匚他者化
」の克服をめざす中学
校社会科公民単元の開発をおこなったＯ全4時間
で計14個のインセンティブを中学生に仕掛ける
授業展開を構想した
。家族編4個，行政編4個，
企業編3個
，そてＮＰＯ繼3個の仕掛けである。
この授業展開では教室が個々の家庭
，地域の行
政
，地元の企業そして地域に密着したＮＰＯの現
場となる
。つまり池野がめざした匚教室の市民社
会化」が実現している。
この公民単元は
，厂参加学習」としての匚ごみ
学習
」を，多彩なインセンティブを用意して深化
させたものである
。従来の「‾ごみ学習」には，本
単元のような子どもや若者の「‾生活圏」に根ざし
たインセンティブは用意されてはいなかった
。こ
こに「｀他者化
」克服のための要諦かおる。
厂ごみの分別
」につながるインセンティブを設
定するのは
，匚分別」に大きなエネルギーを要す
るからである
。つまり匚能動的な公共性」が必要
である
。携帯電話の電源オフは匚受動的」なもの
であり場面思考によって達成できるが
，厂ごみ」
は手強い
。匚ごみの分別」意識を内部化し意欲を
持って行動化させるためには
，情意面を強調した
重層的なインセンティブの投与が必要である
。
ただしこの厂インセンティブの投与」を，匚ご
みの分別
」という行為の強制に結びつけてはいけ
ないのは無論のことであるＯそしてもし始めから
行為の強制に走るなら
，わざわざ14個もの仕掛
けを用意することもない
。家族・行政・企業・Ｎ
ＰＯという様々な学びの中から
，次第に厂ごみの
分別
」への意欲が高まってくれば良いのである。
子どもや若者の厂他者化
」は危機的な状況であ
る
。その克服のためには，社会科教育においても
子どもの情意面の陶冶は不可欠である
。故に重層
的なインセンティブは有用である。
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